専門演習B1（6月21日　7月5日）小宮山智志

KJ法

1 はじめに

本演習では、KJ法の考え方を学ぶ。まずは誤解をおそれずにごく簡単に述べる。KJ法とは、アイディアをまとめるための考え方である。

KJ法の素晴らしいところは、常識にとらわれず新しいものの見方を創造するための方法である「常識」をストップさせる工夫（または自分の中の常識を見つめなおす工夫）がなされていることである。

論文とは今までの常識をくつがえす新たな発見・発明を目指すものであると私は考えている。ここで紹介する方法を身につけ、卒業論文執筆に役立てることを期待する。

2 KJ法

KJ法は、もともと文化人類学の仮説・理論創出の方法として開発された。既存の仮説・理論にあてはめ、データを解釈するという研究スタイルがあるが、この方法だと仮説・理論に関係あるデータの特質しか着目されない。これに対し川喜田氏はデータを眺め、理論・仮説を作る方法を考案した。この方法は仮説・理論構築だけではなく広くアイディアをまとめる方法として、世界的に普及している。以下、具体的な手順を説明する。

第1段階：ラベル作り

思いついたアイディアを1つずつ、適当な大きさの紙（ラベル）に書きこんでゆく。この段階ではとりあえず思いつくままアイディアをあげる。アイディアを洗練し、鍛えるのは後の作業である。ここではアイディアを否定しない。常識を超えた優れたアイディアは一見、ばかげて見えることがあるためである。「思いつくまま」アイディアを述べるときは、常識や道徳観念をとりあえずストップし、さまざまな可能性を考える。

第2段階：グループ編成（ラベル拡げ・ラベル集め・表札作り）

ラベルを机一杯に広げて、繰り返し読む（ラベル拡げ）。そして類似したラベルをクリップでまとめ（ラベル集め）、表札をつける（表札作り）。アイディアをラベルに書きこんであるので、試行錯誤が容易である。いろいろな観点でラベル集めを行って見よう。常識を超えるためには試行錯誤が大切である。複数の並べ方を試して見ることで視点を相対化しよう。

第3段階：空間配置（図解化）

表札ごとの関係を考え、全体の配置を考える。場合によってはそれそれの関係ごと記号で結ぶ。（両者ほぼ同じもの：＝　関係が深いもの：－　因果関係：→　相関関係：⇔　等。　臨機応変に自分で工夫することが大切であろう。）

必ずしも一とおりの空間配置・図解化にすることはない。複数作成し、比較するとさらに理解が深まるであろう。

　エッセンスは思いつくままにアイディアを上げてゆき、後に編集することであるから、コンピュータと相性がいいことは容易に想像がつく。KJ法のための専用ソフトウェアも多数開発されている。通常の表計算ソフトやエディタを用いても可能であろう。
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